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〈図書館の自由一アメリカ合衆国〉
アメリカ図書館協会における同性愛差別法
反対運動:図書館専門職の社会的責任
吉田右子?川崎良孝
Protest Moνements against Anti-gayしegislationsof American Library Association: Social Responsibility and the Library Profes-
sion， by YOSHIDA Yuko and KAWASAKI Yoshitaka 
本研究ではオレゴン州スプリングフィールド市憲章 コロラドナト1I憲法第2修正およびシ
ンシナティ市条例という 3つの向性愛差別法へのアメリカ図書館協会の反対運動仁焦点を
当て，国書館専門職団体としての協会の社会的責任をめぐる議論を検討した。
差別法に対する協会の姿勢は明確であり，一貫して舟i生愛差別法への対抗的活動を行っ
た。また向性愛差別を図書館専門職の問題として認識し，反差別に取り組むことが協会内
で了解されていた。考察の結果，専門職団体としての協会は同性愛者保護を専門職の価値
観に内包していたことが明らかになった。
1 .はじめに
図書館界におけるオルタナティヴ・ムーア会メント
は1960年代後半から1970年代にかけて開花した。
ヴ、ェトナム戦争や公民権運動，男女平等などが象徴
する社会運動の時代にあって，図書館界でも既存の
体制への異議申し立てがさまざまな形で示された。
アメリカ図書館協会(AmericanLibrary Associa-
tion:以下 ALA)評議会は1969年に社会的責任ラ
ウンドテーブル(SocialResponsibilities Rmmd T~ble : 
以下 SRRT)の設置を承認した。 SRRTは社会的
問題に積極的に関わることによって ALAをより民
主的な団体にしていくこと，そして社会的争点への
積極的な関与を組織の白的として掲げた。
本稿では専門職団体である ALAが特定の社会的
争点に対していかなる立場を示したかを実証するた
めにi オレゴンナ1'スフ。リングフィールドで採択され
た市憲章(CityCharter Amendment) ，コロラ門、1'
で採択されたコロラド州憲法第2修正(Colorado's 
Amendment 2) ，オハイオナHシンシナティで採択
された条例(HumanRights Ordinance)の3つの
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向性愛差別法への ALAの反対運動に焦点を当て，
図書館専門職の社会的責任をめぐる問題を考察する。
すでにいくつかの先行研究が，向性愛差別法と ALA
をテーマに取り上げているごしかしながら向性愛差
別法に焦点を当て， ALAが示した対抗運動の経緯
を詳しく取り上げ検討した研究は存在しない。本稿
は『ライブラリー・ジャーナル.Lrアメリカン・ラ
イブラリーズjを中心に fSRRTニュースレタ
『ゲイ・レズピアン専門委員会ニュースレタ-J等，
この問題に関わった組織の動きをみていくことで，
ALAによる差別法案への対抗運動の状況を総合的
に明らかにするものである。
2.向性愛をめぐるアメリカ社会とアメリカ図
警館協会の動向
2.1 1970年代:SRRTゲイ解放専門委員会の誕生
1960年代のアメリカ社会に起こった「性の解放J
(sexual liberation) .や「カヴンターカルチャ-J
の動きは，それまで差別の対象となってきた向性愛
者の権利獲得に向けた運動にも影響を与えた。 1968
年には向性愛者であることを理由にアメリカ陸軍地
図局(0.S.Army Map Service)の織を追わ札た研
究者フランク.E.カ}メニー (FrankE. Kameny) 
が，骨i生愛者の又ローガンヤGayis Good"を提唱
した。向性愛者の連帯を発展させようとする動きが
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アメリカ社会で加速する中 向性愛者解放史の転換
点となる「ストーンウオール暴動jが起こった。こ
の事件は1969年6月28日にニューヨークのゲイパー
「ストーンウオールjが警察による捜査を受け，そ
の場にいた同性愛者が自発的かつ積極的な抵抗運動
を行ったものである。この事件を発端に同性愛者の
連帯感がいっそう強まった。その後，向性愛者の社
会的認知と権利獲得に向けた組織的な運動が開始さ
れた。 1970年には，ストーンウオール暴動の 1周年
記念行事としてニューヨークで「ゲイ・プライド・
マーチjが実施された。
こうした背景のなかで「総合的なゲイ解放団体や
市民権運動団体を運営するだけでなく，労働組合や
職種別団体，学会，教会などでもゲイの部会を結成」
するようになったど 1970年代初期のゲイ解放運動
の中心的な活動自擦は「雇用やその他の分野での同
性愛者差別をやめさせることJに置かれたど
ALAでは， 1970年デトロイト大会で社会的責任
ラウンドテーブル内に「ゲイ解放専門委員会J(Task 
Force on Gay Liberation : TFGL)の設置が承認
された;)組織化の中心となったのはニューヨーク
市の図書館員イスラエル・フイッシュマン(Israel
Fishman)である。専門委員会の呂的は図書館専
門職における向性愛者への差別問題を取り上げ，図
書館サービスにおけるあらゆる場面で，同性愛者へ
の偏見を排除することにあった:)具体的な活動と
して示されたのは，同性愛関連の文献リストの収集，
1971年ロサンゼルス冬期大会と1971年ダラス年次大
会での委員会としての活動へ向けた準備，向性愛へ
の差別的な項目を含む図書館分類と件名の改訂作業，
骨性愛関係資料に関わるコレクションの構築と資料
へのアクセスの改善 さらには図書館界における向
性愛者への職差別の是正などで、ある:)
フィッシュマンの後を継ぎゲイ解放専門委員会で
1972年から1986年までコーデイネーターを務めた
ノてーノてラ・ギ、ツテイングズ (BarbaraGittings)は，
カーメニーとともに1960年代の同性愛解放運動の第
一線にいた活動家であり ニューヨーク・ゲイ活動
家同盟(GayActivists A1liance) とフィラデルフイ
ア向性愛活動連盟(HomophileAction League of 
Philadelphia)のメンノtーで、あった;)
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2.2 1971年 ALAダラス年次大会:ゲイ解放専門
委員会の活動
1971年6月20Bから26Bに開催されたダラス年次
大会の開催時期は「ゲイ・プライド週間Jと重なっ
ていた。ゲイ解放専門委員会設置後初めての ALA
大会で，専門委員会は講演，イベント「自由な抱擁
とキスJ(Free Hugs and Kisses)，第 1回年間ゲ
イ国書賞の選出，同性愛擁護の立場からの分類・件
名目録の見直しなどを企画していた:)
「自由な抱擁とキスJは，ゲイ解放専門委員会が
設けた特設ブースで行われたイベントで，性的志向
の自由な表現を促すことが自的であった。この特設
ブースは地元のテレピ局ダラス・テレビで中継され，
fライフj誌にイベントの写真が掲載された。この
ブースには2晩でかなりの訪問答が集まった。 向性
との結婚を理由にミネソタ大学を解雇されたマイケ
ル.J.マツコネル(斑ichaelJ. McConnell)は「ゲ
イ・ライブラリアンはもはや自らの性的志向を隠す
必要はない。職業上の差別にたいしては，専門職自
体による保護を要求すべきだjと語った:)
ジョアン・マーシャル(JoanMarshall)とスティー
ヴ・ウルフ (SteveWolf)は図書館界で使われてい
る分類と件名が，社会の変化に対応できず時代遅れ
のものになっていると指摘した上で，性的背徳・性
的逸脱・性的奇行の下に同性愛を配置することを中
止するよう呼び、かけた;0)
専門委員会の活動のハイライトは「第 1呂年間ゲ
イ図書賞Jであり，ブリーカー・ストリート出版社
(Bleecker Street Press)が1969年に刊行したイス
ラエル・フィッシュマンの『私たちのための場所J
(A Place for Us)が受賞した。授賞式でフィッシュ
マンは，ゲイ・アーテイストは自分たちのための作
品を自らの生活から創り上げるべきであると語ったO
間賞が設立されて以後 向性愛に関連した図書への
認識の変化が生じた;i)
ゲイ解放専門委員会のメンバーが拠点とするホテ
ルは，アメリカ囲内から集められたゲイ文学の図書
で飾り立てられ，出入り自由なオープンハウスのt菜
栢を呈していた。またダラスのゲイクラブでは専門
委員会がダンス・パーティーを主催し，狐立状態に
あった聞生愛者の図書館員の救済に一役買ったご)
ダラス大会では向性愛者の権利を主張する象徴的
な事件が起きた。それは知的自由委員会のプログラ
ムの進行中に， SRRTのゲイ解放専門委員会の活
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動家がゲイ差別に抗議する座り込みによってプログ
ラムを中断させたことであった。座り込みを行った
メンバーには，ゲイであることを理由に不当解雇さ
れたマツコネルも含まれていた。この事件について
は，知的自由と悶書館員について検証した安里が詳
細に分析しているご)
大会最終日に評議会は向性愛者を性的マイノリ
ティと認め， ALAが性的マイノリティへの差別に
立ち向かうという決議を採択した。 rALAは，民族
的要因ではなく抑j王を受けているマイノリティの存
在を認める。 ALAは図書館と会員は民族的，性的・
宗教的マイノリテイへのサービスにおける差別やマ
イノリティの雇用の差別と積極的に闘うJという評
議会の決議文の文言を取り上げて， SRRTは「ゲ
イ解放専門委員会は政治的勝手IJを得たJと宣言し
た「)
2.3 1970年代以降の向性愛者の権利をめぐる動向
とAしA
1970年代のアメリカでは，同性愛者の権利をめ
ぐって以下のような動きがみられた。
1972年 ミシガン州イースト・ランシング市がゲイ
の権利条例を可決
1973i!三 全米ゲイ・レズピアン専門委員会(National
Gay and Lesbian Task Force)設立
1974年全米各地の向性愛者の団体が約1，000に達
する
1975年 アメ bリカ公務員人事委員会，ゲイとレズピ
アンの雇用禁止令を撤回
このように1970年代にはゲイ団体の設立が相次ぎ，
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た社会の動向を背景に 反対勢力との激しい措抗の
中で進められた。 1980年代には40の自治体が同性愛
者の権利条例を施行し， 1990年には80の自治体が向
性愛権利条例を採択していた。その一方で1980年代
後半から1990年代半ばにかけて，向性愛者の権利に
反対する住民投票の提議がピークに達する。たとえ
ばオレゴンナ1'では 11993年に訪問， 1994年には11回
の反ゲイ的な住民投票請願jがなされたご)
図書館専門職における伺性愛者をめぐる議論は，
ゲイ解放専門委員会の設立以降，本格化している。
1971年に ALA評議会は向性愛者を含むマイノリ
テイへの差別を禁止する決議を採択したことは，す
でに述べた通りである。 1977年に ALAは同性愛者
の雇用の平等を定めた方針54.7を採択し， ALAが
向性愛者の図書館員および図書館職員の雇用の平等
を支援することを再確認した;なLAは1971年の決
議によって'性的マイノリティの権利を認め， 1977年
に採択した雇用機会の平等に関わる方針を基本的理
念として，向性愛者への差別の是正に向けた姿勢を
示してきたといえる。
本稿では同性愛差別法という社会的争点をめぐる
協会の対抗活動を通して，アメリカ図書館協会の「社
会的責任Jに関する姿勢を明らかにする。そのため
同性愛差別法に関して ALAが協会一体となって反
対運動を展開した3つの事例 スプリングフィール
ド市憲章，コロラドナ1'憲法第2修正，シンシナテイ
市条例に焦点を当て ALAは向性愛者の権利を擁
護する基本的立場から，これらの反ゲイ法にいかな
る抵抗活動を展開したのかを追っていく。
3箇オレゴン州スプリングフィールド市憲章修
正案と図書館界
ゲイ解放運動が一定の成果をあげた。しかしながら 1992年5月四日にオレゴン州スプリングフィール
1970年代後半から，保守系の宗教団体の創設など早 ドで，市憲章「公共慰の使用制限についての定款変
くもパックラッシュが始まり 1980年にかけてその動 更Jが住民投票により可決された。この憲章で，具
向はますます強くなうていった。 1980年代に出現し 体的には同性愛の促進，援護，支援を目的として公
たエイズ問題は向性愛者にたいする差別を助長した。 共の財源、や不動産を使用することを禁止する定款変
そして連邦最高裁は1986年に「パウワーズ対ハード 更が行われた。同規程や類似規程は，公費支弁の公
ウイツク判決jでソドミ一法を容認し，大衆の向性 立図書館から向性愛に関する資料を除去したり，あ
愛者への反感も高まった;5)しかしながらエイズ開題 るいは剛生愛に関わる中立的，積極的な図書館資料
は同性愛者間の結束力を高めることにもなり，向性 の収集を妨げるために使われる可能性があったア
愛自体による差別への組織的な対抗運動も活発に展 オレゴシ州図書館協会は4月日日に修正条項への
関されていった。 反対決議を満場一致で可決した。オレゴン州図書館
1960年代からの向性愛者の権利拡張運動はこうし 協会は，図書館の伝統的な役割は利用者に思想や見
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解の多様性を提示することにあり，表現の多様性を
保障するものであると確認している。そして図書館
が言論の自由の権利を有していることを強調し，文
化的多様性の重要性を訴えた;9)
地元紙『オレゴニアンj(Oregoniαn)は5月22
日付けで，修正条項賛成派の議員ラルフ・ウォー
ター(B，alphWater)が図書館にたいし，過去6か
月分の資料発注リストを提出するよう求めたと報じ
た。その理由はウォーターが 該当図書のなかに同
性愛の両親と子どもを扱った児童書が含まれている
と開き及んだことによる。修正条項に反対する組織
OUTPAC(反発議政治活動委員会)は 2冊の児童書
をスプリングフィールド公立国書館に寄贈した。こ
れは明らかに修正条項を支持するオレゴン市民連盟
(Oregon Citizens Alliance)からの挑戦(challenge)
を意歯した行為であったD 図書館では通常の選書方
針に従って選択を行い，マイケル・ウィルホイトfお
父さんのお友だちj(Michael Willhoite， Dαddy's 
Roommαte， 1989)は受け入れ， rヒザーには 2人
のお母さんj(Leslea Newman， Heather H，αs Two 
Mommies， 1989)は受け入れなかった:0)
修正条項が向性愛の図書館員にたいしゲイやレズ
ピアンであることを理由に失職する可能性を与える
こと，同性愛者へのサービスの拒絶につながること
を指摘した上で，オレゴン州国書館協会は提出され
た州法修正案に反対し 図書館支援者に対しオレゴ
ン市民連盟の請願書に署名しないよう強く促した:l)
3.1 スプリングフィーjレド市憲章修正案にたいす
るALAの対応
ALAは「図書館の権利宣言J(Library Bill of 
Rights) と「読書の自由宣言J(Freedom to Read 
Statement) において 図書館におけるすべての検
問に反対し，図書館コレクションの多様性とあらゆ
る見解の資料を提示することを原則としてきた。
1992年6月25日から 7月2日にサンフランシスコ
で開催された ALA年次大会の会員総会で，オレゴ
ン州スプリングフィールドの向性愛差別的な市憲章
修正条項にたいし反対運動を行う決議がバーナー
ド・マーゴリス(BernardMargolis)によって提出
された。評議会は， (1)図書館でのゲイ・レズピア
ン関係資料の検閲や排除， (2)オレゴン州の反ゲイ
法の発議，スプリングフィールド市での検問，他の
地域での反ゲイ法に類似する法にたいするオレゴン
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折、|図書館協会，ナH内のすべての図書館団体や図書館
員による反対運動の奨励，に関する決議を承認し
た:21大会会期中の6月28日はサンフランシスコ市で
ゲ〉イ・レズピアン・フリーダム・デ、イ・ノてレード
(Gay & Lesbian Freedom Day Parade)が開催さ
れ，パレードに参加した SRRTゲイ・レズピアン
専門委員会(GLTF:Gay & Lesbian Task Force) 
のメンバーの写真が fアメリカン・ライブラリー
ズjの表紙を飾った。写真にはメンバーが iGAY
AND LESBIAN TASK FORCE: AMERICAN LI-
BRARY ASSOCIATION Jと書かれた横断幕を持っ
てパレードする様子が映っていた:3)
SRRTは向性愛関連資料への検毘や除架などの
行為を糾弾し，オレゴン州図書館協会とオレゴン州
内の図書館に対し，スプリングフィールド市での検
関の実施や骨性愛者への差別的な法案への抗議活動
を促した?)
SRRTの決議文は，スプリングフィールド市議
会・市長，スプリングフィールド公立図書館，スプ
リングフィールド商工会議所，オレゴン州図書館協
会，オレゴンナ1'立図書館， OUTPAC，中傷と I~~ う
ゲイとレズピアン同盟(Gayand Lesbian Alhance 
Against Defamation)，図書館関係出版社，全国の
ゲイ・レズピアン関係の資料を刊行する出版社に送
られfこ;5)
1992年秋にゲイ・レズビアン専門委員会の会報
『ゲイ・レズピアン専門委員会ニュースレターj誌
上において，同専門委員会の議長カレン・ホイット
ルセー・ファースト (KarenWhittlesey-First)がオ
レゴン問題について スプリングフィールド市憲章
修正案は向性愛者の職や住居を奪う危険j生を持つも
のであると危俣の念を示した。 向性愛保護の法的保
護が失効すれば，ゲイやレズピアンが公職に就く権
利が奪われたり，公立図書館における図書の除去が
正当化されたり，向性愛者への抗議行動が許可され
る可能性が高まることになる。ホイットルセー・
ファーストは，反向性愛が全国的な動向となってい
ることを懸念し，ゲイ・レズピアン専門委員会の結
束を求めた。そして向性愛の図書館員が職場から排
除されるような場合には専門委員会に連絡を取るよ
う促すとともに，カミングアウトした図書館員への
支援を行うことも明言している?)
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3.2 オレゴン州における向性愛関連資料への検閲
1992年の fゲイ・レズピアン専門委員会ニュース
レターjには，オレゴンナ1'における向性愛関連資i'4
への検問の状況が示されている。オレゴン市民連盟
は，学校図書館や公立図書館から向性愛関係の図書
を除去することを公言していた。スプリングフィー
ルド公立図書館では，同性愛者をテーマとする図書
をコレクションに加えた結果，関係者が脅迫される
事態にまで及んだ。こうした動きにたいして，オレ
ゴン州国書館協会は修正案が図書館を存続の危機に
陥れるとする主旨の声明を出した:7)
特に問題視されていた図書『お父さんのお友だ
ちjに対しては，ワシントン州，ニューメキシコ州，
ノースダコタ州，フロリダ州，ペンシルベニアナト1，
ニューヨーク州でも市民からの苦情が寄せられてい
た。同書を出版したサーシャ・アリ、ソン(SashaAly-
son)は，問書への検問が過去に人種問題に関する
資料で起こったことと向種の心理的傾向を示すもの
だとして批判した?)
4. コロラド州憲法第2修正と図書館界
4.1 コロラド州憲法第2修正
オレゴン州スプリングフィールドでの反ゲイ法成
立から約半年後の1992年11月3日に，性的志向に基
づく差別から向性愛者を保護することを廃止するコ
ロラド州憲法第2修正が州民投票によって可決さ
れた。この法案は「コロラド州政府に属するあらゆ
る自治体や行政組織vこ対して 向性愛差別を禁止す
る条例や政策の採択を禁じる法Jであった!9){I多正案
が可決されたことによりアスペン(Aspen)，ボール
ダー(Boulder)，デンヴァ一(Denver)が定めてい
た，向性愛の志向を持つ偲人にたいする差別を禁止
する条例は無効となった。
コロラド州図書館協会がコロラドナH憲法第2修正
への反対ー採決を行ったことにより，コロラドカレッ
ジ・タット図書館(TuttLibrary)図書館長のジョ
ン・シェリダン(JohnSheridan)はあからさまな
脅迫を受けた。住居や車は破壊され家族は模造弾に
よる銃撃により危険にさらされた。こうした脅しに
も屈せずシェリダンとその家族は，人権の保護を理
由にコロラドナトi憲法第2修正への抗議を続けた:0)
1992年12月に刊行された『ゲイ・レズピアン専門
委員会ニユースレタ -j誌に SRRT委員長のス
ティープン.J.ステイルウェル(StephenJ. Still働
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well)は，コロラド州憲法第2修正に関する対応策
についての記事を寄稿した。 SRRTは修正案を可
決したコロラドナ1'で開催予定のデンヴァー冬期大会
において反対活動を企画していると報じている。具
体的には，修正案への異議を示すシールを身につけ
ること，展示ブースに反差別法の支持を内容とする
文言を提示することなとごで、ある:l)さらにデンゥーァー
での開催が予定されている1998年冬期大会に関して守
評議会による会場変更の検討が行われることになっ
ていたため，会場変更に賛成するメンバーにたいし
ては，ALAへ賛同の意見を送ることが求められた:2)
冬期大会に関わる宿泊先のキャンセル予定者にた
いしては，キャンセルの理由をコロラド観光局
(Colorado Office of Tourism)やコロラド商業・産
業協会(ColoradoAssociation of Commerce and 
Industry)に送るよう呼び掛けられた:3)
WSRRTニュースレタ 1992年12月号はコロラ
ド州の州法修正について多くの図書館員が憤りを示
し，冬期大会のボイコットの動きがあることを報告
している?)ボイコツトによりコロラド州こ対し経済
的ダメージを与えることは事実であった。冬期大会
のi直前に出された fゲイ・レズピアン専門委員会
ニュースレターjでは 参加する会員に対して会議
中にあらゆる機会をとらえてコロラド州への抗議を
示すよう呼びかけられた!5)SRRTのニュースレ
ターでは大会参加が抗議行動になりうるとして，デ
ンヴァ一大会への参加が促された:6)
fライブラリー・ジャーナルjの編集長ジョン-
N.ペリー(JohnN. Berry III) とフランシーヌ・
フイアルコフ.(Francine Fialkoff)は， r銃下の向
性愛者の権利Jという論説記事を掲載した。ペリー
とフィアルコフはコロラド州憲法第2修正と国書館
界への影響について総括し!舟性愛者は反差別的な
扱いと雇用の場での迫害を受けているだけでなく，
強い敵意と暴力の被害にあっていると指摘した。そ
してデンヴァー冬期大会は向性愛差別の抗議のため
の大会になること，歓迎されない場所で、関書官自界が
一体となって向性愛者への支援を示す場になると宣
言している:7)
4.2 1993年 ALAデンヴァー冬期大会:コ'ロラド
州憲法第2修正にたいする ALAの方針
『アメリカン・ライプラリーズj1993年 1月号は，
ALA冬期大会が向性愛者差別法を採択したコロラ
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ドナトiデンヴァーで， 1月22日から288まで開催され
ることを報告した。またデンヴァ一大会がいつもと
同じ規模で行われるものの ボイコットする会員と
大会に参加してコロラドナ1'への抗議活動をする会員
がいることを告げていた。ALAは11月にデンヴァー
のボイコットについて慎重に協議したのだが，その
時点での大会開催地変更は不可能であった。デン
ヴァー冬期大会ではコロラドナ1'へのさまざまな抗議
活動が予定されていた?)
大会参加者は過去2回の冬期大会に比べておよそ
500人減少した。また参加者は向性愛差別法への抗
議の意思を示すために「ここにいるのは抗議のため
だJ(I'm here under protest)などと書かれたバッ
ジを付けて大会に臨んだ。デンヴァ一大会では，
ALAがすでに決定していた1998年冬期大会の開催
地デンヴァーを変更するかどうかが最大の争点と
なった!9)rスクール・ライブラリー・ジャーナルj
は，デンヴァー冬期大会が ALAの117年の歴史上，
最も騒然とした緊張を伴った大会だったと会場の操
子を伝えた;0)コロラドナ1'への出張を認めなかったロ
サンゼルスやアトランタの図書館員は大会に自費で
参加していた;])
4.2.1 1998年ALA冬期大会開催地の変更をめぐ
る議論
1993年冬期大会中に関かれた理事会では， 1998年
ALA冬期大会開催地の変更が緊急課題として議論
された:2)理事のパトリシア・シューマン(Patricia
Schuman)とベテイ・テユーロック (BettyTurock) 
は原則的にはボイコットに由執すべきだが，現実問
題となると話が違ってくると述べた;3)議論の後に行
われた投票で理事会は1998年の ALA冬期大会をデ
ンヴァーで行わないことを決議し， ALAの理念に
反する地域での大会をボイコットする姿勢を明らか
にした。決議文の要旨は以下のようであった。
(1)コロラド州憲法第2修正はゲイ，レズピア
ン，両性愛者への差別を本質的に許すもの
である。
(2)ALA方針54.17はALAカ{rゲイ・レズピ
アンの図書館員と図書館職員の平等な雇用
機会を支援するjことを明言している。
(3)修正法は ALAの方針と矛属する。
(4)それゆえ1998年冬期大会のために新たな開
催場所を選択する。
(5)ALAはコロラド州知事ロイ・ローマー
吉田， )11崎:アメリカ図書:館協会における向性愛差別法反対運動
(Roy Ro立ler) とデンヴァ一市長ウェリン
トン・ウェブ(WellingtonWebb)によるコ
ロラド州憲法第2修正の撤回の試みを高く
評価するf)
理事会の決定はただちに評議会に送られた。評議
会はコロラド州憲法第 2修正に関して 2つの決議を
採択した。 1つは rALAはコロラドナH憲法第2修
正の精神と影響力を糾弾し， 1998年の冬期大会をコ
ロラド州以外の場所で開催するJ，もう lつはIALA
はレズピアン，ゲイ，両性愛者を差別する法をもた
ないナ1'1，カウンテイ，市の組織とのみ大会開催契約
を締結するjである。この決議は ALAが生活信条
の栢違に関わらず，すべての個人の平等を支持する
立場を取ることを明確に示しているf)
SRRTもデンヴァーでの開催に反対する決議を
採択し，いくつかの州図書館協会がコロラド州での
開催に反対する声明を採択した。その中にはコロラ
ドナH図書館協会，カリフォルニア州図書館協会， ミ
ネソタナ1'図書館協会が含まれていたf)
「ゲイ・レズピアン専門委員会jはデンヴァ一大
会初日の夜に初会合を開き， ALAに提出する決議
文の作成に時間を費やした。 1993年 1月の時点でコ
ロラドナ1'と同様の向性愛者差別法を検討している州
は13JHに上り，法案が通過すればALAの大会開催
地の選択のi揺が縮小することが懸念された;7)
4.2.2 抗議行動
ALA会長マリリン・ミラー (MarilynMiller)は
冬期大会会期中の 1月25日に開催されたコロラドナ1'
憲法第2修正の抗議集会で次のように述べて ALA
の姿勢を明らかにしている。ミラーはまず ALAの
会員は専門職団体としての職責を果たし，コロラド
ナトi民にたいしてコロラド州憲法第2修正通過に関す
る懸念を表明するためにデンヴァーに集まっている
と述べた。そしてアメリカ公立図書館は平等と知的
自由の支援に関して長い歴史を持、ち，雇用および安
全に関わる人間の基本的権利を脅かすコロラドナH憲
法第2修正は，人権を侵害するものであると抗議し
たア図書館員は専門職として人間の多様性を反映す
る情報源の提供に深く関わってきた。コロラド州憲
法第2修正の施行は，図書館のコレクションそれ自
体とコレクションの提供を当局が管理統制すること
を意味している。図書館専門職は情報のアクセスへ
の統制が，人間の自由な権利を奪うものであること
を図書館の歴史を通じて学んできたのであり，図書
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館専門職の責務は寛容と多様性の尊重にあると述べ
た;9)さらにミラーはデンヴアーのホテルの従業員か
ら受け取った匿名の手紙を紹介した。手紙には，コ
ロラド州憲法第2修正に異議を唱えた ALAの平等
と寛容の精神への感謝の気持ちが綴られていた?)
デンヴァ一大会での抗議行動のハイライトは，/ゲ
イ・レズピアン専門委員会jが開催した l月25日の
州議会議事堂へのデモ行進であった。デモに際し
SRRTは「図書館の問題-市民的権利の問題J(It's 
a library issue. It's a civil rights issue) と刻印さ
れた2，000人分のパツジを用意した:l)
実際にデモに参加したのは約200名であった。ス
ピーチを行ったのは， SRRTの向性愛差別法反対
活動の責任者であるステイルウェル， SRRTのフェ
ミニスト専門委員会(FeministTask Force)の
デイー・コンクリング(DeeConkling) ，進歩的図
書館員向盟(ProgressiveLibrarian)創設者のマー
ク・ローゼンズワイク (MarkRosenzweig)，大学
図書館協会女性研究部(Women'sStudies Section， 
Association of College and Research Libraries : 
ACRL)のスーザ、ン・シーリング(SusanSearing) ， 
SRRT執行委員会 .SRRTミネソタ支部(SRRT
Action Council and Minnesota SRRT)のサンデイ・
パーマン(SandyBerman)，知的自由ラウンドテー
ブル(IntellectualFreedom Round Table)のシル
ヴイア・ターチン(SylviaTur・chyn)，図書銭管理
経営協会(LibraryAdministration and Manage-
ment Association : LAMA)のシャーロッテ・ルー
ペンス (CharlotteReubens)， r平等の州コロラドJ
(Equality Colorado) ・全米ゲイ・レズピアン専門
委員会(NationalGay and Lesbian Task Force) 
のスー・アンダーソン (SueAnderson)， iボイコッ
ト・コロラドJ(Boycott Colorado)・コロラド大学
ロースクール図書館(Universityof COIOI・adoLaw 
School Library)のステイシー・ドリアン(Stacy
Dorian)である。地元の歌手で州職員でもあるメ
アリー・オーランド(MaryOrland)が抗議行動中
に音楽活動を行った:2)
出版社による抗議行動もみられた。ニール・
シューマン出版社(Neal-Schuman)は，コロラド
州への経済ボイコットを示すために冬期大会に参加
を決めた。そしてコロラド州が↑圏人の権利を告IJ按し
ようとしていることに関して同社が抗議の意思を示
し，不寛容に対し抗戦する構えであることを明言し
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た?)またコロンピア大学出版局は，コロラド州憲法
第2修正への抗議のために，同社のレズピアン・ゲ
イ研究シリーズ『男性のなかで，女性のなかでJ
(Between Men -Between Women) をコロラドナト!
の公立図書館に寄贈した。デンヴァー，ボールダ一，
アスペンといった修正案を採択した図書館だけでな
く，コロラド・スプリングス(ColoradoSprings)， 
フオートコリンズ(FortCollins)，タリーリー
(Greeley)など，差別的な修正に賛同した地域の
図書館にも図書は送られた?)
4.3 i図書館の権利宣言J解説文の採択
コロラドナHにおける舟i生愛者の権利保護を禁止す
る州法修正に危慎を抱いた ALAは， Iゲイの権利
と資料に関する決議J(Resolution on Gay Rights 
and Materials) と ir図書館の権利宣言jがジェ
ンダーと性的志向を含んでいることを確認する決
議J(Resolution Reaffirming the Library Bill of 
Rights to Include Gender and Sexual Orienta-
tio討を，デンヴァー冬期大会開催期間の l月27日
の評議会で採択した:5)
前者は，向性愛および向性愛関係資料に関わる差
別は，あらゆる見解の思想や情報の提供を行うとす
るALAの方針に違反することを確認している。後
者は， i図書館の権利宣言jが向性愛者や向性愛資
料を包含していることを確認するものであり， JIIJ奇
は「図書館界にとってこの決議には何らの呂新しい
点もない。それだけにいっそう向性愛者や同性愛関
係資料への攻撃が広まっていたことの証左になるj
と分析している?)
1993年の年次大会はニューオリンズで6月248か
ら7月1Elに開催された。評議会は冬期大会で知的
自由委員会にたいし 性的志向を反映させて「図書
館の権利宣言Jの文言を改訂するよう指示していた。
しかし知的自由委員会は改訂ではなく解説文の作成
を選択した:7)
知的自由委員会は「図書館の権利宣言Jが，ジェ
ンダーと性的志向に関わる個人の権利を守る概念を
包含していることを示すために， r図書館の権利宣
言jの解説文の作成を行った。評議会は 6月30日に
解説文 f図書館の資源やサービスへのアクセスは性
や性的志向で左右されないj(Access to Library 
Resources and Services regardless of Sex， Gen-
der Identity， or Sexual Orientation)を採択した?j
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この解説文は， r性的志向を理由とする図書館資
料への検閲，ジェンダーや性的志向による図書館利
用者への差別J を違反であるとしている ~9)r図書館
の権利宣言Jの改訂ではなく解説文の作成を採用し
た理由として，知的自由委員会委員長キャンディ
ス・モーガン (CandaceMorgan)は「現状からす
れば多くのコミュニティで『図書館の権利宣言jの
改訂を受け入れることは不可能である。一方， r国
書館の権利宣言jは各館の方針として採択されなく
ては意味がない。……したがって現状で最良の方策
は， r図書館の権利宣言Jの改訂ではなく解説文の
60) 
採択であるJと説明した。知的自由委員会の委員は
超保守的な地域の図書館が「図書館の権利宣言Jそ
のものを放棄する，あるいは地元の受容度に応じて
改変する可能性を危倶していた:l)
解説文は「図書館の権利宣言jがジェンダーや性
的志向をも包み込んでいることを再確認していた?)
解説文で確認されたのは 以下の項自である。
第 l条:ゲイの出版社，それにゲイ，レズピア
ン，荷性愛の著者や創作者による図書およびそ
の他の資料は， r図書館の権利宣言jによって
守られていると確認する?)
第2条:図書館は，性や性的志向に関する多様
な見解を示すサービス，資料，プログラムを提
供する。……ゲイやレズピアンの生活を扱う資
料を閉め出したり取り除いたりする試みにたい
して， ALAは第2条の教えに違反し，検問で
あると確認する?)
第5条:性や性的志向に関わりなく，図書館が
奉仕するコミュニティの全構成員にサービス，
資料，プログラムを提供することを命じてい
る?)
第6条:施設の利用を求める個人やグループの
信条や所属関係に関わりなく，公平な基準で提
供すべきである……こうした保護は，性や性的
志向に関わりなく，図書館が奉仕するコミュニ
テイのあらゆるク、、ループ。や構成員に適用する:6)
川崎はこの解説文が特異な位置を占めると指摘し，
r図書館の権利宣言jの包括性は高く，新たに利用
対象グループや資料の主題に関した解説文は不必要
といえよう……特定のグループの表現へのアクセス
を削減する法規制を，アメリカ図書館協会は図書館
の原則を脅かすものとして最も嫌っており，法規制
への懸念が内容的には来r味のない解説文を採択させ
吉田， JIIil奇:アメリカ図警館協会における向性愛差別法反対運動
たJと結論づけた:7)
5. オハイオ州シンシナティ反向性愛保護条例
と図書館界:1995年 AしA年次大会開催地
の変更をめぐる議論
その後も ALAは同性愛差別法への対a抗姿勢を継
続した。オハイオ州シンシナティは1993年1月25日
に「人種，性別，年齢， mLの色，宗教， I嘩碍，婚姻，
民族，国籍，性的志向Jに関わる差別を禁止する条
例から「性的志向jということばを除去した。この
決定を受け， ALA理事会は1993年12月に， 1995年
大会開催地として決まっていたシンシナティを別の
都市に移すと決定した。会長のハーデイ.R.フラ
ンクリン(HardyR. Franklin)によると「理事会
の決定は， ALAの平等と知的自由を支援する伝統
を踏襲したものであり……シンシナティ条例第3項
は人権侵害とみなされるjということであった?)こ
の問題は1994年に開催されたロサンゼルス冬期大会
で(2月4日-10日)，本格的に議論が行われた。理
事会は評議会の最初の審議に間に合わせるために
開催地についての議論を 2月5Bに開始した?)理事
会のボイコットの決定は ALAの方針54.17に示さ
れた同性愛者の司書および図書館職員の雇用機会の
平等性の支援および方針54.3に示されたすべての図
書館職員と求職者のための機会の平等への責任に基
づいていた;0)
2月8日の評議会では理事会の方針に沿って，こ
の問題について議論が行なわれた。評議会には ALA
法律顧問ポーラ・ゴーダート (PaulaGoedert)が
呼ばれた。理事会はこの議論のために， (1)いった
ん締結された契約については履行すべきであるとい
う厳格な解釈， (2)どんな条件であっても， ALAは
平等の権利に反する法や条例を採択している地域を
承認しないという原則論， (3)理事会が大会業務担
当(ConferenceServices)からの情報を考麗して，
個別の状況に応じて決定する，という理事会が取り
うる 3つの可能性を用意していた。評議員は ALA
の反向性愛差別についての立場を了承した上で，契
約に関わる交渉について議論を行なった;l)評議会は
1993年にレズピアン ゲイ 両性愛者を差別する法
がない都市，カウンテイ，州からのみ，大会開催地
を選ぶことを決めたいわゆる「デンヴァ一決議jを
再確認し，理事会の(3)の提案を受け入れた。理事
会はただちに大会開催地をフイラデルフィアに変更
335 
図書館界
することを了承した。契約不履行に関する罰金は，
当初の見積もり20万ドルを下田ることになった;2)
6. 同性愛差別法とアメリカ図書舘協会
6.1 向性愛差別法への ALAの方針
本稿ではオレゴンナト!スプリングフィールドの市憲
章，コロラドナトi憲法第2修正およびシンシナティ市
条例という 3つの同性愛差別法に関する ALAの態
度，方針，活動をみてきたO 差別法への ALAの姿
勢は明確であり，一貫して向性愛差別法に対抗し積
極的な活動を行った。向性愛差別法を採択したコロ
ラド州デンヴァーでやむをえず1993年の冬季大会を
開催しなければならなかった時でも，参加者は差別
法に抗議行動を行なった。 ALA会長であるミラー
自らが抗議活動の先頭に立っていた事実は， ALA 
が専門職匝体として社会問題にたいし特定の認識を
持ち，それを社会的に表現していたことを示す証拠
になる。
図書館と図書館員をめぐる中立性と社会的責任に
ついてジーン.L.プリアー(JeanL. Preer)は，図
書館員をサービスのためのロピイングに積極的に取
り組んできた唱道者と位世づけた上で， 11960年代
は激動の10年間であり……図書館界はどの問題が
f図書館問題jなのかという問題をめぐって対立し
たJと指摘した;3)すなわち1960年イ-tからは，情報へ
のアクセスの保障といった図書館専門職の理念のみ
ならず，図書館が存立する社会そのものを射程に入
れて，中立性と社会的資任の問題を論じる必要が出
てきたのである。
本稿で、扱った3件の間性愛差別法に関していえば，
マイノリティへの反差別を掲げる ALAの問題に関
する考え方は一貫していた。反ゲイ法を採択したゴ
ロラドナ1'デンヴァーでの大会開鑑は，開催地を変更
できなかったという事実において，反差別運動が不
首尾に終わったと解釈することもできる。しかしな
がらデンヴァ一大会では向性愛差別法への抗議行動
が，反差別行為への批判の表現となった。抗議行動
で配布された六ッジに書かれていたスローガン「市
民的権利の問題は図書館の開題」が示すように，向
性愛差別の問題を図書館専門職の問題として認識し，
ALAが「図書館問題jとして差別に取り組むこと
が，図書館界で了解された。
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6.2 rアメリカン・ライブラリーズjカバー写真を
めぐる言説
ALAが同性愛差別への明確な対抗姿勢を打ち出
していたとはいえ，会員の向性愛についての見解，
意見は当然のことながら多様であった。 1992年のサ
ンフランシスコ年次大会中，サンフランシスコ市で
開催されたゲイ・レズピアン・フリーダム・デイ・
パレードに参加した SRRTのゲイ・レズピアン専
門委員会の行進が『アメリカン・ライブラリーズj
の表紙になったことは，すでに言及した。この写真
をめぐり向誌には多数の意見が寄せられた。ここで
は投稿された会員の意見を追うことによって，会員
がALAの向性愛者の権利支援をどのようにとらえ
ていたのかをみていく。
パレードが表紙に掲載された次号の投書捕には，
早速，この写真への賛否荷論の意見が掲載された。
カンザス州のアーカンソーシティ公立図書館に勤務
する園書館員は fアメリカン・ライブラリーズjの
編集方針を批判し，向性愛パレードの写真は「気分
を害するものだし……はっきり言っておぞましいj
と表現している。「パレードが成り立つのはサンフ
ランシスコだからであって カンザスではありえな
いjと述べた上で，専門職雑誌の表紙にはもっと分
別があってしかるべきだと編集部を非難した。そし
てアメリカ図書館協会を過激派とみなした同館理事
会のメンバーから叱責されたことも明かしている。
この記事のすぐ後には表紙の写真を歓迎する内容の
投書が続いた。投稿者は向性愛者の図書館員である。
ケイの図書館員として fアメリカン・ライブラリー
ズjのカバー写真と， ALAによるオレゴン市民連
盟に対抗する取り組みを称賛している。向性愛者に
とっては，図書館界最大の専門職団体による舟性愛
者の権利の支援は意義があると述べている?)
編集長トム・ゴーハン(TomGaughan)は，カ
バー写真の反響を「編集後記jでまとめている。編
集部へ最初の電話をかけてきた男性会員は，激怒の
あまり会話が困難なほどであうた。「密室で人々が
f可をしようと気にかけないが，専門職包体の機関誌
となれば話は別である。……ポストに投函された『ア
メリカン・ライブラリーズjを隣人に見られたくな
かったjと怒りをあらわにした。表紙にパレードの
写真を選んだことは「悪趣味jで「編集方針のまず
さJを露呈しているとの批判の電話が編集部に何本
もかかり， 1他人の性的志向は f私が所属する』専
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門職団体誌の表紙にはそぐわないjという意見や「生
徒に表紙を見られたくないjと訴えた学校図書館員
もいた。会員サービス担当(customercen ter )に電
話して，その場で脱会した会員もいた。ゴーハンは
「電話をかけてきた会員の恐れや嫌悪は，内容より
もその口ぶりによく表れていたJと述べている。一
定数の読者が立腹することを予期したものの，ポリ
テイカル・コレクトネス(政治的公正)が批判を押
しとどめると考えていたゴーハンは，編集部への反
響に驚きを禁じ得なかったと書いている;5)
翌月に入っても投書檎での議論は続いた。パレー
ドが表紙になった fアメリカン・ライブラリーズj
7・8月号の読者投稿欄には折しも， ALAがフェ
ミニストや同性愛者，中絶推進活動家が推進するリ
ベラル派の政治課題に関わることへの反対意見が掲
載されていた;6)反対派の多くはこの投書内容に賛同
を示した。 Irゲイ・レズピアン専門委員会jはALA
の組織の一部だが，ゲイ・プライド・パレードは会
議の主要な行事とはいえないJとか， IALAは図書
館に関わる問題に専念すべきであるJ，I社会的問題
を推進するような誤った進路を正すべきjといった
文章で， ALAの社会的問題への態度を批判してい
たO 一方で，ゲイ・レズピアン専門委員会の写真掲
載が，向性愛者の図書館専門職の存在を会員に認識
させることに寄与したことを称賛する意見や，文化
的多様性の尊重を示すALAへの賛同の意見もあっ
た;7)
11月号でもこの問題に関して引き続き会員の意見
が掲載された。ある会員は「会員の大多数はゲイ・
レズピアン専門委員会に関心はない……向性愛者の
行動に不快感を持ちつつも個人的な行為として認め
る度量を持っている。しかし今回の表紙のように，
ALAの向性愛者の存在があからさまに誇示される
ことで憤慨する会員がいることは当然である。マイ
メリティの関心をマジョリティに押し付けることは
無分別であるjと述べた。また別の会員は IALA
が打ち出している検問への対抗姿勢や，多様な文化
への寛容といった理念は認めるが，同性愛に関して
いえば，それをライフスタイルのマジョリティとし
て認識することはできないjと率直な意見を表明し
た。一方，読者投稿欄に寄せられた差別的な発言に
関して，それらがALAの方針に埋め込まれた専門
職の基本的原則に反することを厳しく批判する会員
もいた。「図書館利用者である向性愛者と専門職の
吉田， }l1 U奇・アメリカ図書館協会における同性愛差別法反対運動
同性愛者が存在する…-ーその事実を消すことはでき
ないJ，I図書館専門職は例外なくすべての人々を対
象に情報を供給する立場上 あらゆる差別を認めな
い……同性愛者差別への対抗は 特定の政治的立場
を示すものではなく，基本的人権の擁護であるjな
どALAの反差別に関わる方針を追認する指摘が
あった?)
6.3 同性愛差別法と図書館専門職
fアメリカン・ライブラリーズjの表紙への投書
は，いくつかのカテゴリーに分けることができる。
第 1にいわゆる向性愛嫌悪者からの投書群がある。
表紙への生理的不快感を編集部に示したり，あるい
は表紙への嫌悪感を ALAへの嫌悪感へと接続させ
ることで， ALAの同性愛に関する問題への対応姿
勢を否定している。
第2に「向性愛者の権利の支援が，図書館専門職
の主題となりうるのかJを争点とする議論がある。
専門職の主題とはなりえないと判断した会員は，向
性愛者の権利を「図書館専、門職jが取り上げるテー
マではなく，個人的志向の問題としてみている。一
方，向性愛者の権利保護は専門職の関与すべき範囲
として認識する会員がいる。
同性愛者の権利が図書館専門職の課題であるか否
かについては，評議会でも議論が重ねられた。シン
シナティのボイコットが議案となった評議会で，評
議員のスミス・カレッジ(SmithCollege)のセイ
ラ・プリチヤード(SarahPrichard)は「大会開催
地変更に関して ALAが f社会的問題jに関与する
ことへの異議が示されているが……我々が議論して
いるのは密書館員職にとっての中核的な問題jであ
ると発言し，向性愛者の権利保護は専門職の範囲内
にあることを指摘した;~。リチヤードは，情報アク
セスと多様な文化の尊重に関わる図書館専門職に
とって，それらを遮断したり脅かすものへの対抗は
専門職の本質的営為と主張した。
7.おわりι
ALAは性的マイノリティの権利を認めた1971年
の決議の採択以降，一貫して同性愛者への差別の是
正を基本理念として保持してきた。また理念の具現
化のために1977年に雇用機会の平等に関わる方針を
採択した。しかしながらジェイムズ .v.カーマイ
ケル(JamesV. Carmichael)は IALAの指導者も
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図書館教育者も図書館界の向性愛者や向性愛の利用
者の権利を積権的に保護してきたとはいえない。図
書館専門職は社会的問題にたいし明断さに欠ける態
度を取ってきたjと同性愛者問題にたいする関わり
方の消極性を指捕した!uJi t:.iALAは組織的には
f進歩主義的jであったが，上層部に向性愛者のた
めの代弁者がいなかったし，向性愛者の問題が議論
される機会は特別のグループ内に限られていたjと
説明しているTALAは確かに向性愛創肱への対
抗運動を展開したのであるが，それは ALAという
国内最大の専門職団体がなしうる政治的運動の強度
という面から見れば，必ずしも十分なものではな
かった点を認めざるをえない。また前節で述べたよ
うに会員間の意見も一致をみることはなく，向性愛
差別法への反対運動は必ずしも足並みが揃ったもの
とは言えなかった。
向性愛差別法と図書館専門職の関係は複層的であ
る。すなわち ALAはまず多様な志向を持つ個人か
らなる専門職団体として 専門職内に存在する性的
志向の多様性を認める必要がある。ただしごの方針
はALAに限られたものではなく，他の専門職団体
においても向様の課題が共有される。 ALAと他の
専門職団体とを分けるのは，図書館専門職がすべて
の人びとへの情報へのアクセスを専門職の中核に持
つ点においてである。このことにより ALAでの向
性愛者の問題は，専門職内に閉じることはなく，図
書館専門職のサービスの受益者である全住民にまで
議論の範囲が及ぶことになる。
スプリングフィールドの市憲章，コロラドナト!憲法
第 2修正，シンシナティ市条例という 3つの骨性愛
差別法への ALAの姿勢と対応は， 2つの層におい
ていずれも向性愛差別への対抗運動として示された
と結論することができる。そしてすべての人々の情
報にかかわる表現とアクセスの権利と平等を標梼す
る『図書館の権利宣言jが， ALAの反差別という
基本的方針の理念的基盤となっ七いた。協会会員全
体の意見の調整はみないとしても，専門職団体とし
ての ALAは結果として舟性愛者保護を専門職の価
値観に内包していたのである。
?
1 )カーマイケルは ALAが専門職の社会的費任という枠組
みの中で、向性愛の問題にどのように取り組んできたのか史
的経緯を踏まえ詳しく検討するやで，向性愛差別法と ALA
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の問題を扱っている。 JamesV. Carmichael， Jr. and Mar-
il戸1L. Shontz， The Last Socially Acceptable Prejudice: 
Gay And Lesbian Issues， Social Responsibilities， and 
Coverage of These Topics in M.L.I.S./M.L.S. Programs， 
Library Quαrterly， 66(1)， Jan. 1996， p.21-58.他に以下の
文献がこの問題に言及している。 JI崎良孝「アメリカ図書
館協会 f図書館の権利宣言j(Library Bill of Rights) と
利用者のアクセスJ限Dる自由の保障と密書館j塩見昇-
JlI崎良孝編著，京都大学園書館情報学研究会， 2006， p.243-
323; I図書館の資源やサービスへのアクセスは性や性的
志向で左右されない:歴史Jr図書館の原則新版:図書
館における知的自由マニュアル(第5版)JALA知的自由部
編(JI崎良孝・ )1崎佳代子訳)，日本図書館協会， 1997， p.65-
72;ジーン.L.プリアー(JI崎良孝ほか訳)r図書館倫理:
サーピス・アクセス・関心の対立・秘密性j京都，京都図
書館情報学研究会，日本図書館協会(発売)， 2011， p.204-
209 ; Ellen Greenblatt ed.， Serving LGBTIQ librαryαnd 
Archives Users: Essα:ys on Outreαch， Service， Collections 
αnd Access， Jefferson， North Carolina班cFarland，2011， 
p.321; James V. Carmichael， Jr. ed， Dαring to Find Our 
Nαmes: The Seαrch for Lesbigα:y Library History， West-
port， Connecticut， Greenwood Press， 1998， p.130. 
2 )ジョージ・チョーンシー(上杉富之・村上陸則訳)r向性
婚ーゲイの権利をめぐるアメリカ現代・史j明石書癌， 2006， 
p.64. 
3 )向上， p.69. 
4) SRRTゲイ解放専門委員会は1975年にゲイ専門委員会
(Gay Task Force)に， 1986年にゲイ・レズピアン専門委
員会(GayLesbian Task Force)に， 1995年にゲイ・レズ
ピアン・パイセクシュアjレ専門委員会(Gay，Lesbian， and 
Bisexual Task Force)に改称した。 1999年にはゲイ・レズ
ビアン・ j¥イセクシュアル・トランスジェンダー・ラウン
ドテーブル(Gay，Lesbian， Bisexual， Transgendered Round 
Table) として承認された。専門委員会の歴史については
以下の文献がある。 EllenGreenblatt ed.， op.cit. 1)， p.319-
320; James V. Carmichael; Jr. ed， Dαring to Find Our 
Nαmes: The Search for Lesbigαy Library History， West-
port， Conn.， Greenwood Press， 1998， p.121-131. 
5) Erika Hastings，“Liberation of Libraries Under Wayヘ
ALA Sociα1 Responsibilities Round 'nαble Newsletter， 15， 
Aug. 1， 1971， p.6. 
6 )“Gay Liberation，" ALA Sociα1 Responsibilities Round 
Tαble Newsletter， 10， Oct. 15， 1970， p.4. 
7) Erika Hastings， op.cit. 5)， p.6. ;ギッティングズは fメ
トロ，ゲイ・ニュースjのインタビューで，アメリカ図書
館協会のゲイ解放専門委員会が専ー門職団体のなかでもっと
も早い向性愛の党派であったと語っている。“BarbaraGit-
tings; A Gay Pioneer，" Metro Gαy News， Aug. 1977， p.16 
(The Manuscripts and Archives Division of New York 
January 2013 
Public Library) 
8 )マリー・ 1)ー・パンディ fアメリカ図書芸館界と積極的活
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